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澄l）湿陵が70％以上の空気では樹の水分を15％以下に軽焼することは極めて困
難である。
2）又湿滋約％以下の空気では胴削れが出来るので送風するのは感心しない○
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一

昭
和
四
十
二
年
度
稲
作
近
代
化
運
動
㈲

籾
乾
燥
の
水
分
は
1
3
・
5
％
が
適
当

－
琵
燥
稔
は
上
手
に
使
用
し
よ
う
－

本
年
の
稲
作
も
目
下
収
穫
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
収
納
・
脱
穀
作

業
に
引
続
き
乾
燥
・
調
整
作
業
・
更
に

籾
す
り
・
出
庫
と
作
業
が
悲
競
さ
れ
ま

す。
特
に
最
近
に
於
い
て
は
「
火
力
乾
錬

殿
」
の
導
入
に
よ
り
、
独
軽
嬢
が
乱
雑

と
な
り
こ
れ
が
原
因
で
来
賓
及
び
等
級

の
低
下
を
釆
し
て
い
る
こ
と
は
こ
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
今
回
は
認

蒋
熊
と
濫
獲
の
使
用
に
つ
い
て
焦
点

を
し
ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

督
通
説
を
軽
娩
す
る
方
法
と
し
て
ほ

太
陽
の
態
射
熱
を
利
用
し
た
地
干
し
と

通
風
火
力
縫
嬢
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。
通
風
火
力
掻
嫁
綬
（
以
下
乾
燥
横

と
い
う
）
は
熱
源
を
重
油
・
コ
ー
ク
ス

・
雛
炭
な
ど
に
よ
っ
て
空
気
が
加
温
さ

れ
、
こ
れ
を
送
風
護
に
よ
っ
て
乾

燥
を
促
進
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す。
従
っ
て
乾
燥
澱
の
使
用
に
当
っ
て
ほ

次
の
摺
注
意
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

一
、
乾
燥
前
の
籾
は
ど
の
程
度
の
水
分

が
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

㈲
前
年
度
の
夏
越
し
親
…
1
4
％
～
ュ
6

図
0
雨
天
畦
後
に
刈
取
っ
た
置
扱
い
樹

…
2
5
～
銃

の
晴
天
時
に
刈
取
っ
た
宙
扱
い
籾
…

1
7
～
盆

㊤
刈
取
当
日
の
地
干
し
碑
・
・
ュ
6
～
1
9

以
上
の
通
り
麗
煉
前
の
掬
は
天
候

や
籾
の
状
態
に
よ
っ
て
か
な
り
の
塞

が
あ
り
、
い
つ
の
場
合
で
も
何
時
聞

擾
幾
に
入
れ
れ
ば
よ
い
と
定
め
る

の
は
全
く
危
険
な
こ
と
で
す
。

二
、
韓
嫌
蝕
を
使
用
す
る
と
き
、
む
や

み
に
熱
風
温
度
を
上
げ
撃
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
馨
急
に
高
く
上

げ
、
短
時
間
で
軽
焼
す
る
と
胴
割
米

が
多
く
な
り
検
査
等
級
も
悪
く
な
り

ます。ま
た
乾
燥
機
使
用
時
の
気
温
と
粗

壁
を
充
分
加
味
し
、
熱
風
温
暖
の
適

温
を
常
に
考
慮
し
、
晴
間
を
決
定
す

べ
き
で
す
（
別
表
一
）
が
、
す
の
こ

下
の
額
に
入
り
こ
む
前
の
空
気
の
温

度
は
、
経
度
（
C
）
以
下
と
す
る
の

か
よ
く
、
凡
そ
次
の
塞
撃
C
涌
震
調

節
に
努
め
て
下
さ
い
。

の
∴
晴
天
で
親
愛
の
低
い
時
は
、
温

度
上
界
を
そ
の
時
の
常
温
プ
ラ
ス

新

任

の

御

挨

拶

助役稀有の阜天にも擬げず猫水、農

薬
散
布
な
ど
の
手
入
れ
に
よ
っ
て
、
遮

費
閉
園
に
黄
金
の
波
か
漂
よ
い
、
今
そ

の
取
入
れ
の
其
最
中
で
腱
か
し
御
多
忙

の
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。

小
生
榔
去
る
十
月
十
日
の
町
議
会
に

於
て
遠
賀
町
助
役
に
遊
任
さ
れ
離
任
致

し
ま
し
た
。

省
り
現
業
す
れ
ば
大
五
十
年
五
月
浅

木
村
役
場
に
奉
職
し
（
そ
の
後
一
年
草

国
鉄
に
籍
を
緩
さ
た
る
も
基
死
の
境
を

彿
鎚
す
る
大
負
傷
に
よ
り
退
職
）
同
村

に
再
就
職
。
昭
和
四
年
四
月
一
口
島

門
、
浅
木
の
両
村
が
合
併
さ
れ
遠
賀
町

と
な
り
引
続
き
地
方
自
治
行
政
璃
務
に

小
　
川
　
　
　
黍

轢
き
わ
っ
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
四
十
数
年
に
亘
っ
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
は
経
る
ゝ
御
温
情
と
綴
る
御

引
立
て
に
預
り
お
蔭
を
以
て
、
大
過
な

く
勤
め
て
参
り
ま
し
た
。
厚
く
、
（
－
御

礼
を
田
上
ぐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今

後
又
い
ろ
，
′
－
観
世
謡
に
相
成
る
こ
と

だ
と
は
存
じ
ま
す
が
、
過
去
の
乏
し
き

経
験
を
溶
か
し
、
小
川
町
長
の
町
政
推

進
に
よ
り
良
き
女
房
役
と
し
て
流
動
す

る
地
方
自
治
政
界
に
於
げ
る
町
の
発
展

霞
に
観
蜜
観
た
い
封
い
ま
す

か
ら
、
何
卒
旧
に
催
し
御
指
導
御
支
援

賜
り
ま
す
よ
う
、
貴
亜
な
懇
面
を
値
り

御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

5
度
（
C
）
以
内
の
加
熱
が
適
当

です。

㈲
∴
雨
天
で
濁
度
の
商
い
時
は
そ
の

時
の
常
温
プ
ラ
ス
1
5
度
以
内
の
加

熱
が
安
全
で
す
。

㈲
∴
曇
天
の
時
は
、
そ
の
時
の
常
温

プ
ラ
ス
ュ
0
度
以
内
の
加
熱
を
す
る

よ
う
心
捜
け
害
し
ょ
う
。

三
、
軽
鞭
殿
に
か
け
る
前
に
予
乾
を
十

分
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

太
陽
熱
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に
大

き
い
の
で
、
（
好
天
時
ュ
0
ア
ー
ル
肖

り
餞
樽
の
太
陽
熱
は
、
5
0
リ
ッ
ト
ル

の
石
油
熱
に
匹
赦
し
ま
す
。
）
常
に

人
工
・
天
日
髄
膝
の
併
用
を
考
え
て

経
済
的
・
能
率
的
に
軽
焼
を
行
な
う

よ
う
心
が
げ
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
加
熱
簾
途
中
に
火
が
消
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
も
し
途
中
で
消
え
た

ら
送
風
擬
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の

ま
ゝ
に
し
て
お
け
ば
急
激
に
冷
却
に

な
っ
て
開
削
米
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
乾
鰍
が
終
っ
た
域
合
で
も
籾

を
急
激
に
土
間
な
ど
で
ひ
ろ
げ
ろ
と

外
気
に
ふ
れ
胴
到
来
の
原
因
に
な
り

ま
す
か
ら
、
終
了
後
は
出
来
る
だ
け

む
し
ろ
や
ピ
ー
丁
ル
で
被
覆
し
て
余

熱
推
嫌
を
行
な
い
除
々
に
外
気
の
温

暖
ま
で
下
げ
る
よ
う
心
か
け
る
べ
き

です。

国
、
籾
す
り
の
既
は
、
掬
が
必
愛
眼
慶

ま
で
醜
壊
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
農

協
に
常
踵
し
て
あ
る
水
分
検
定
瑞
を

使
っ
て
調
べ
、
水
分
の
過
多
及
び
過

少
に
よ
る
検
査
等
級
の
低
下
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

◎
乾
蝶
籾
の
水
分
含
壕
は
…
：
1
3
・

5
彦
～
ュ
4
・
0

◎
玄
米
の
水
分
含
正
は

桑
寸
＝
ュ
4
・
0
劣

二
悠
＝
ュ
4
・
S
形

三
等
＝
ュ
5
・
0
多

田
等
＝
1
5
・
0
劣

丑
等
＝
1
5
・
0
身

元
、
火
災
に
注
惑
し
ま
し
ょ
う
。

今
か
ら
冬
の
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
火
器

の
不
始
末
で
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
か
ら
、
十
分
藻
滋
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
以
　
上
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第
二
回
遠
賀
郡
農
業
祭
開
催

日
月
2
3
日
　
遠
賀
中
学
校
で

統
制
小
作
料
の
改
正
に
つ
い
て

昨
年
度
に
引
続
き
、
第
二
回
遺
稿
郡

能
楽
祭
が
Ⅱ
月
鶴
田
の
動
労
感
謝
の
月

に
遠
賀
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
遠
賀
郡
農
薬
接
興
連
絡
協

議
会
か
主
体
と
な
り
遠
賀
灘
を
一
本
化

◎
行
　
寧

し
た
広
域
麗
林
行
政
の
一
環
と
し
て
行

な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
年
に
一
度
の

座
員
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
こ
参
会
、
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

最
近
に
お
け
る
農
業
の
生
麗
条
件
、

農
産
物
の
価
格
条
件
等
の
変
化
に
か
ん

が
み
、
農
地
法
笹
子
一
条
窮
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
小
作
料
の
諾
額
の
塞

呼
が
左
記
の
と
お
り
改
五
さ
れ
、
昭
和

四
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

施
行
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
分
の
小

作
料
か
ら
通
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
小
作
料
の
最
高
限
度
警
短
め

た
も
の
で
お
る
か
ら
、
個
々
の
小
作
契

約
に
基
づ
く
小
作
料
の
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
契
約
当
事
著
の
合
憩
に
よ
っ
て

の
み
変
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
虚
地
ご
と
の
改
正
小
作
料
最
高
額

は
、
撞
楽
吾
会
で
定
め
て
い
ま
す
。

も
し
当
謹
寵
に
お
い
て
凝
義
が
あ
れ

ば
農
薬
委
員
会
に
お
聞
合
わ
せ
下
さ

オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の

安
全
運
転
講
習
に
つ
い
て

⑤
当
日
先
着
順
二
〇
〇
名
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

水
稲
共
済
無
事
も
ど
し
金

一
〇
三
万
円
を
支
払
う

農
薬
災
重
病
償
法
改
正
に
よ
り
、
昭

和
三
十
九
年
塵
水
稲
か
ら
四
十
一
年
麗

水
稲
ま
で
の
三
ケ
年
間
、
無
密
教
著
に

対
し
て
、
水
稲
共
済
無
事
も
ど
し
金
を

支
払
う
も
の
で
次
の
と
お
り
該
当
者
に

対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
支
払
を
し
ま
し
た
。

一
、
水
稲
無
翠
も
ど
し
金

総
額
一
、
〇
三
三
、
二
〇
三
円
也

二
、
支
払
対
象
著
　
六
吉
名

三
、
支
払
期
及
び
方
法

④
期
日
　
昭
和
盛
年
Ⅱ
月
1
日
か
ら

同
8
日
ま
で

㊥
方
法
　
郡
農
協
普
通
預
金
口
座
弘

も

最
近
急
激
に
増
加
す
る
交
通
疎
放

（
逮
反
）
の
調
査
結
髪
あ
ま
す
と
、

職
業
運
転
者
蒋
故
率
5
0
劣
に
対
し
て
一

般
避
転
者
の
事
故
率
は
7
0
劣
と
い
う
高

い
率
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
免
許
取
得
後
の
要
職
機
会
も

な
い
た
め
其
の
安
全
避
転
の
知
識
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
そ
の

遠
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
の
除
去
の
た
め
、
福
岡

県
警
察
が
運
営
管
理
す
る
安
全
運
転
学

校
に
お
い
て
、
次
の
要
領
に
よ
り
オ
ー

ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
安
全
運
転
に

必
要
な
運
転
技
能
や
各
種
の
知
織
に
つ

い
て
の
酪
聾
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
市
政
防
止
の
た
め
多
数
の

申
込
み
幕
望
し
ま
す
。

1
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
9
時
～
ュ
7
時

2
聯
習
場
所

安
全
逃
転
学
較
（
粕
尾
郡
篠
栗
町
）

3
秘
密
人
員
一
回
　
7
0
人
以
内

4
内
容
ア
、
逓
軽
父
適
法
及
び
拡
散
種
例
研

究
ィ
、
安
全
運
転
の
鶉
礎
知
識
と
テ
ク

ニ
ッ
ク

ウ
、
安
全
運
転
の
技
能
、
シ
、
、
主
レ

ー
タ
ー
、
実
技

工
、
そ
の
他

5
手
続
了
、
審
理
著
は
受
講
予
定
日
の
5
日

前
ま
で
に
聾
豪
勢
又
は
安
全
運
転

学
校
に
珪
藻
申
込
む
こ
と
（
口

頭
、
概
話
で
可
）

ロ
、
手
数
料
　
無
料

6
拶
行
品

逆
境
変
通
法
令
集
、
簿
記
典
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
日
頃
格
別

の
ご
疑
惑
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が

本
年
も
Ⅱ
月
窮
鼠
か
ら
職
月
2
日
ま
で

の
1
日
間
全
国
一
斉
に
秋
黍
火
災
予
防

遜
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
期
間
中
に
住
民

一
般
の
響
火
心
の
高
揚
を
図
る
と
共
に

火
災
予
防
思
想
の
普
及
、
宣
伝
の
徹
底

を
期
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
行
率
を
実

施
し
ま
す
。

○
全
国
一
発
実
施
密
項

の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
適
正
な
旺

き
域
所
と
揺
さ
方
の
確
認

の
就
寝
前
の
火
の
元
点
検

の
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の

防
止

0
期
間
中
の
行
班

の
広
報
車
（
消
防
車
）
に
よ
る
町
内
防

火
パ
レ
ー
ド
の
実
施

実
施
日
時
Ⅱ
月
2
6
日
（
日
）
9
時
～

ュ
6
時
（
パ
レ
ー
ド
実
施
中
は
サ
イ
レ

ン
、
響
錐
を
使
用
し
ま
す
）

の
町
内
各
戸
一
斉
立
入
検
査
（
予
防
査

察
）
の
実
族

実
族
日
時
Ⅱ
月
2
6
日
　
9
時
～
ュ
6
時

※
当
日
、
地
元
消
防
団
員
に
よ
る
各
戸

立
入
検
査
を
し
て
火
の
用
心
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

数
年
後
に
お
け
る

自
立
経
営
農
家
の
姿
　
（
そ
の
一
一
）

（
Ⅲ
）
囲
作
と
半
促
　
　
（
Ⅴ
）
田
作
と
肥
育
豚

成
と
ま
と
作
　
水
稲
作
二
〇
〇
ア
ー
ル
と
肉
豚
年
間
建

大
型
ト
ン
ネ
ル
栽
培
を
独
走
す
。

家
庭
に
も
消
火
器
を
備
え
ま
し
ょ
う

秋
は
空
気
が
雅
雄
し
て
火
災
が
起
り

や
す
い
季
節
で
す
。

火
班
を
消
す
に
は
最
初
の
五
分
間
が

た
い
せ
つ
で
す
か
ら
、
各
家
庭
に
も
消

火
器
を
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
消
火
す
る

物
品
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
親
類
が
あ

り
ま
す
が
、
家
庭
用
と
し
て
は
、
何
が

燃
え
だ
し
て
も
効
果
の
あ
る
消
火
器
が

便
利
で
し
ょ
う
。
A
B
C
消
火
器
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
消
火
粉
末
を
放

射
す
る
も
の
、
諾
状
に
強
化
液
が
放
射

さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
消
火
器
で
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
「
国
家
検
定

合
格
之
聖
の
ラ
ベ
ル
が
は
っ
て
あ
る

も
の
な
ら
安
心
し
て
使
え
ま
す
。

消
火
惹
麟
入
希
望
の
方
は
、
役
場
消

防
係
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火

災

シ

ー

ズ

ン

の

注

意

こ
と
し
も
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
が
、
各
家
庭
で
は
、
つ
き
の
こ

と
に
注
慈
し
て
火
災
の
防
止
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

一
、
た
ば
こ
の
す
い
か
ら
に
注
意
す
る

と
く
に
整
た
ば
こ
は
や
め
る
。

二
、
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
ま
え
に
は

必
ず
火
の
点
検
を
行
な
う
。

三
、
プ
ロ
パ
ン
は
慮
外
の
遍
の
当
ら
な

い
と
こ
ろ
に
逆
さ
、
使
用
後
は
元
せ

ん
を
締
め
る
。

四
、
石
油
類
は
火
の
け
の
な
い
、
安
全

な
劫
所
に
お
く
灯
油
百
リ
ッ
ト
ル

（
十
八
リ
ッ
ト
ル
入
石
油
か
ん
玉
か

ん
）
以
上
を
亜
く
と
き
は
、
市
町
村

の
消
防
係
に
届
け
で
る
。

五
、
風
呂
の
え
ん
と
つ
の
過
熱
に
注
意

し
、
え
ん
と
つ
の
そ
う
じ
を
怠
ら
な

六
、
火
が
出
た
と
き
の
用
意
に
、
化
学

消
火
器
や
防
火
水
槽
嘉
穂
す
る
。

七
、
火
が
で
た
と
き
は
、
町
消
防
囲

（
遠
謀
川
局
一
番
）
に
通
報
す
る
。

八
、
消
火
器
や
水
で
、
炎
の
小
さ
い
う

ち
に
す
ば
や
く
消
火
す
る
。

ご
寄
附
御
礼

次
の
方
か
ら
、
町
社
会
楢
祉
協
議
会

に
、
こ
詔
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
礼
か
た
が
た
報
告
い
た
し
ま
す
。

「
金
　
壱
封
故
　
小
嶋
タ
ケ
ヨ
礫
香
典
返
し

血
生
津
　
小
嶋
イ
サ
ヲ
殿

一
、
金
∴
壱
対

敵
　
桑
原
大
作
梗
香
典
返
し

遼
笹
川
　
桑
原
和
之
畷

（
Ⅳ
）
田
作
と
酪
農

水
稲
作
一
七
〇
ア
ー
ル
、
乳
牛
八
頭

乳
牛
一
頭
当
り
牛
乳
生
産
蛭
五
、
0

0
0
辱
一
種
当
四
八
、
五
円
、
剛

（
Ⅵ
）
田
作
と
養
鶏

水
稲
作
一
〇
〇
ア
ー
ル
と
採
卵
墾
二
、

五
8
羽
採
卵
鶏
一
〇
〇
羽
当
り
卯
隻
轟

二
三
七
佃
、
一
旬
当
り
価
格
一

九
〇
円
、
粗
収
益
二
三
万
一
、
二
三

〇
円
と
副
収
入
（
破
抽
卵
及
鶏
糞
）

産
物
収
入

一
頭
当
り

一万六、

0
0
0
円

生
産
費

一
八
七
万

園
田
閉
園

i

「

－

i

i

I

　

達

し

、

生

園
田
田
園

作
÷
撒
言
語

稲
難

0
0
円
、

う
ち
自
家

労
働
堂
一

万
一
ハ
、
八

〇
〇
円
、

労
働
時
間

三
〇
時

と
し
た
。

但
し
廃
鶏

収
入
は
原

価
償
塾

に
算
入
し

農
林
憩
岡
統
計
瀾
竃
務
所

北
九
州
婁
胡
地
区
談
話
調
擁
官

金
子
彦
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今

月

の

税

金

国
民
健
康
保
険
税
∴
∴
第
三
期

納
期
限
　
　
日
月
的
日

期
限
内
に
細
め
ま
し
ょ
う

家
屋
移
動
屈
を
す
み
や
か
に

閏
和
盛
年
1
月
2
日
以
降
に
家
屋
を

新
築
、
増
築
、
改
築
又
は
筋
休
さ
れ
た

方
は
、
そ
の
家
屋
の
総
遁
別
、
面
積
、

用
途
別
等
に
つ
い
て
、
早
急
に
役
場
財

務
課
税
務
係
に
届
出
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
鯨
年
度
の
固
定
費
盤
税

（
家
屋
税
）
の
課
税
に
糞
ハ
窟
げ
で

す
か
ら
異
動
が
あ
っ
た
方
は
届
出
を
さ

れ
な
い
と
不
当
な
課
税
を
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
必
ず
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
届
出
用
麓
は
、
税
務
係
で
用

達
し
て
い
ま
す
か
ら
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
れ
は
層
出
が
す
ぐ
で
き
ま
す
。

航

空

シ

ョ

ー

え

ど

う

ぞ

ー
（
日
月
1
9
日
芦
屋
墓
地
で

航
空
自
衛
隊
芦
屋
義
理
で
は
、
開
庁

7
周
年
記
念
航
空
シ
ョ
ー
を
関
催
し
広

く
市
町
村
民
に
公
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

記

一
、
日
時
1
1
月
1
9
日
（
障
）

8
時
～
ュ
4
時

二
、
航
空
自
衛
墜
F
屋
基
地

≒
麗
容

㈲
ジ
ェ
ッ
ト
澱
に
よ
る
曲
按
飛
行

の
冬
穣
航
空
幾
の
地
上
展
示

㈲
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
繋
活
動

展
示

㈲
航
蜜
参
考
館
初
公
開

㈲
基
地
一
煙
公
開

㈲
雨
天
の
渡
合
は
飛
行
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
溜
巡
回
法
律
相
談
の
お
し
ら
せ

遠
賀
郡
社
会
福
祉
協
強
食
で
は
次
の

と
お
り
巡
回
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
法
律
上
の
間
脳
で
相
談
の
あ
る

方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
実
施
の
日
時
及
び
抵
所

n
月
王
2
日
　
岡
垣
町
立
保
育
陶

1
2
月
ュ
0
日
　
水
巻
町
町
民
会
館

1
月
1
4
日
　
芦
屋
町
町
民
会
館

「
婦
人
の
心
配
ご
と
」

「
日
時
　
昭
和
後
年
n
月
2
1
日

ュ
0
時
－
1
5
時

「
場
所
∴
遠
賀
町
公
民
館

一
、
対
象
番
中
間
市
、
遼
謡
郡
内
に

居
住
す
る
婦
人

2
月
負
目
　
遠
賀
町
公
民
館

受
付
は
各
会
場
と
も
1
3
時
～
ェ
5
時

二
、
相
談
員

弁
護
士
　
近
江
福
趣
先
生

※
な
お
と
の
会
鴇
嘉
屈
さ
れ
て
も
結

秘
で
す
か
ら
遠
慮
な
く
こ
相
談
く
だ

さい。

巡
回
相
談
の
お
し
ら
せ

「
相
談
助
言
法
務
局
、
家
庭
裁
判

所
、
遠
賀
福
祉
事
務
所
請
人
相
談
所

一
、
相
談
内
容
結
婚
、
恋
愛
、
家
庭

紛
争
（
嫁
姑
、
夫
婦
）
子
女
閲
歴

等
そ
の
他
婦
人
の
心
配
ご
と
。

ー
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
－

○
紺
籍
輩

拓
崎
宗
太
郎
氏
（
餐
出
身
、
現
在

ア
メ
リ
カ
、
サ
ン
ノ
セ
軽
便
）

同
氏
は
浅
木
小
学
核
の
国
憲
設

韮
金
及
び
璽
蔵
人
基
金
と
し
て
、

五
五
万
円
、
更
に
グ
ラ
ン
ト
ピ
ア
ノ

一
ム
蓉
蜜
附
さ
れ
た
た
め
、
紺
寵
愛

輩
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〇
九
州
衝
匪
行
政
擢
藁
局
長
表
彰

高
崎
博
愛
氏
（
尾
崎
）

同
氏
は
多
年
、
行
政
相
談
霧
員
と
し

て
貢
献
さ
れ
た
功
按
に
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

一
引
接
者
輩
を
受
付
中
、

引
撞
着
特
別
交
付
金
に
つ
い
て
、
雲
　
は
添
付
廉
類
が
軍
閥
と
り
ま
す
の
で
、

る
舶
月
節
口
説
嬰
寒
行
い
ま
し
た
が
　
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

説
経
そ
の
交
付
金
串
撃
続
き
を
住
民
　
い
。
な
お
今
年
は
1
2
月
幼
顔
頓
ま
で
で

謀
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
　
　
一
応
締
切
り
、
来
年
は
l
月
1
0
日
頃
か

申
請
瑚
陣
は
昭
和
低
年
3
月
3
1
日
ま
　
ら
受
け
付
け
を
は
じ
め
ま
す
。

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
に
よ
っ
て

〝
あ
な
た
の
胸
に
県
民
手
帳
を
∵

多
彩
な
淀
班
と
福
岡
県
の
す
が
た
が
　
申
込
先
役
場
庶
務
課

盲
で
わ
か
る
盟
宙
な
内
窓
の
福
岡
県
∴
∴
価
格
　
示
　
三
〇
円

民
手
曖
館
毎
度
股
が
馨
窪
な
り
ま
し
　
依
∴
裁
上
質
ビ
ニ
ー
ル
、
定
期
、

た
の
で
購
入
詩
聖
番
は
、
早
目
に
申
込
∴
∴
∴
∴
々
話
人
型
の
嚢
緩

み
く
だ
さ
い
。第
四
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

一
、
主
旨
　
杢
入
会
は
広
く
町
民
の
問

に
社
全
体
南
の
振
興
を
は
か
り
健
康

で
明
る
い
社
会
豊
海
の
確
立
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
主
催
　
逆
萄
町
教
育
委
員
会

遠
賀
町
体
背
協
会

三
、
期
日
∴
爛
和
四
十
二
年
十
二
月
三

日
午
前
十
時
ス
タ
ー
ト

四
、
集
合
勘
所
　
逮
夜
町
公
民
館

受
付
午
前
九
時
～
九
喧
二
十
分

記
、
参
加
番
町
内
一
籍
余
人
、
昔

年
、
南
較
牢
中
学
生

町
外
参
加
箸
　
オ
ー
プ
ン
と
す
る

六
、
実
採
種
目

中
学
生
の
都
　
五
千
メ
ー
ト
ル

一
万
メ
ー
ト
ル

七
、
コ
ー
ス
　
西
川
矯
西
側
～
若
極
～

鬼
絆
～
尾
崎
～
松
ノ
木
～
西
川
橋

八
、
表
彰
　
優
勝
∴
鎖
状
と
カ
ッ
プ
厳

島
、
二
位
　
鎖
状
と
著
明
二
二
倍

鎖
状
と
蛍
晶
、
四
位
以
下
六
位
賞

品
と
参
加
賞

九
、
申
込

1
期
日
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
三
十
日

2
申
込
先
　
述
賀
町
体
協
軍
務
局

（
教
育
黍
鼠
会
内
）

十
、
注
義
輝
項

1
午
前
ュ
0
時
ス
タ
ー
ト

2
出
場
馨
は
9
時
3
0
分
迄
に
受
付
を

完
了
す
る
こ
と
（
受
付
な
し
で
の

蓉
加
は
実
施
と
す
る
）

3
麓
覆
車
の
俄
雪
坤
故
管
は
参
加
者

の
逓
伝
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と

以
上
の
通
り
で
振
る
二
J
参
加

下
さ
い
。

衛
、
前
年
度
優
勝
者
は
優
勝
カ
ッ
プ

と
優
勝
積
を
返
還
し
て
下
さ
い
。
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成
人
の
日
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す

一
成
人
の
口
÷
こ
れ
は
i
＝
仕
男
女
が
一
人
前
の
日
本

自
余
の
彫
同
音
と
し
て
門
出
す
る
日
で
あ
り
法
律
に

よ
れ
は
＝
写
し
左
に
な
っ
た
こ
と
を
白
克
し
自
ら
当

）
言
黒
」
う
と
十
一
霊
日
生
を
祝
い
は
げ
ま
す
」
た
め
の

祝
日
で
の
り
」
よ
霊

肉
川
同
一
母

違
賞
町
に
お
い
て
も
左
記
一
〇
〇
名
自
余
の
月
号
、

が
幸
雄
に
成
長
さ
れ
吊
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
。

心
か
ら
お
目
出
席
う
宣
申
－
げ
志
す
。

申
イ
　
高
牛

定
　
日
－

目
方
∴
∴
五
月

中
川
　
安
辛
口

間

代

－

地

目
　
達
矢

＝

－

ノ

　

＝

I

I

じ

l
－
口
　
実
∴
聴

違
質
川
　
　
来
県
∴
章
子

角
末
∴
台
了

旭
　
津
　
　
二
村
左
十
代

去
∴
母
　
　
l
“
周
＝
　
［
笑
子

日
日
ロ
　
　
ー
ノ
i
農
工

柔
順
十
五
－

今
高
貴
∴
∴
葉
同
久
定
子

以
上
自
　
昭
和
2
2
年
1
日
1
6
日

登
∴
晒
和
2
3
年
1
位
高
田

の
問
に
出
生
き
れ
仁
方

尚
現
在
融
雪
、
羅
臨
今
立
の

た
め
町
外
に
転
出
を
さ
れ

て
居
ら
れ
る
万
（
佳
良
台

帳
に
よ
る
）

広
∴
痩
　
　
日
勤
∴
安
江

右
側
　
久
義

三
好
　
咲
中
心

柴
川
　
和
明

「
も
‖
　
「
上
ム
‖

松
本
∴
郁
代

鬼
　
津
　
　
太
田
千
嬉
子

今
士
∴
英
明

－代丸

噛
付
　
伸
一

加
昔
日
∴
丹
－
日
日

生
年
∵
－
ノ
　
　
′
白
T
－
。

小
月
　
同
月

略
言
日
．
友
子

－に＝　　頂，－．

有
用
　
況
了

口
中
ト
ー
ン
子

J
i
い
い
∴
∴
二
月
。
i
“
－

－－ノ　　　《　」．
⊥
十
㌦
　
　
－
1
．
1
／
′

時
間
　
文
子

l

‖

⊥

　

　

I

′

（

“

l
t
用
　
武
「
中

－
子
方
　
′
后
i
一

方
i
i
上
人
大
言

壬
i
＝
‖
－
ノ
方
ノ
、
、

桂
川
　
芳
明

読
∴
木

広
∴
泥

，
1
1
－
－
　
　
日
日
章
ヽ

．
－
i
i
i
i
i
i
i
l
I
　
　
′
÷
＝
I
r
i

柳
繭
∴
粋
碓

酬
崎
∴
美
幸

平
出
∴
文
博

入
江
佐
郡
子

三
原
　
冴
子

俸
膿
畠
合
了

森
用
　
秀
子

貞
未
　
　
払

安
永
i
　
華
註

築
地
　
i
、
鈴

離
間
一
男
地

点
和
　
白
了

．
‖
i
′
∫
　
　
　
‥
肌
も

時
間
み
や
子

松
木
－
霊
山
－

樟
l
烏
∴
汗
山

三
溝
∴
年
間

柴
山
　
悦
子

未
森
加
代
子

未
森
美
津
恕

－
－
‖
方
言
‥
川

虫
牛
津

浅
∴
水

道
∴
宮

尾
∴
騎

手
代
れ

．
i
l
一
月
1
十
日

吊
∴
∴
出
凪
咽

石
屋
用
人
了

毛
利
　
占
用
明

細
同
　
情
或

既
∴
∴
克
高

騰
膏
千
賀
子

送
質
川

一
「
集
合
時
刻
及
び
場
所

の
　
生
前
八
時
二
十
万

回
∴
役
場
前

二
、
行
　
程

作
　
画
欽
持
切
パ
ス

㈲
　
出
発
∴
年
前
売
時

l
，
　
古
生
l
　
牛
后
二
回

出
欠
の
常
雄
を
誓
え
上
　
月

十
五
日
迄
仕
寝
言
万
年
を
差

上
げ
て
い
ま
で
の
で
棚
減
宮

下
さ
い

（
期
限
后
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

露
語
を
か
け
る
と
一

さ
は
必
ず
番
号
で

申
込
み
ま
し
ょ
う
一

最
近
電
話
を
か
け
ら
れ

る
と
き
、
番
目
一
を
云
わ
す

に
網
子
の
名
前
を
云
か
れ

ろ
方
が
多
い
そ
う
で
す
が

交
頼
子
の
人
も
高
石
雷
上

人
も
の
番
号
を
一
々
′
克
え

る
こ
と
は
人
生
今
C
あ
い
、

そ
れ
を
悉
号
錐
で
間
べ
て

い
る
と
真
の
間
他
の
人
の

一
通
話
も
で
き
な
い
の
で
、

一
議
議
器
用

あ
っ
て
い
ま
す
か
、
㌧
∵
倒

一
協
力
く
た
き
い
い



水道管にも冬の準備を．〟

）一
－

て
こ
i

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
一
容
器
一

－
半
生
記
な
轟
き
方
に
つ
い
て

つ
い
で
　
　
一
が
、

ノ

　

ア

）　「1　－））

」宮
）・ノの（

1
、
し
い

ハ
　
／
士
ス
∵
中
ソ
へ
は

ノ
、
－
÷
こ
。
　
へ
旧
柄

）
」
　
　
　
一
8
－
1
i
（
－
ノ
ー

目
方
∴
寝
汗
法
一
点
＝
て
　
し

1
両
の
　
外
　
－
が
直
言
申
さ
れ

」

」
　
」
ノ

　

〃

b

 

i

j

・

∴

1

－

レ

ま

／
－
I
 
L
と

囲
、
I
 
i
十
一
日
ノ
、
位
I
甲
か
圭
一

ノ
ー
ー
月
川
中
‥
に
あ
る
火
気

′
）
　
」
i
ざ
る
持
古
を
読
す
る

こ
し
）

月
、
i
嵩
ノ
　
人
、
直
射
日
光
を

一
し
け
、
つ
十
に
出
校
を
四
〇

1
ベ
ル
ト
に
保
つ
こ
と

へ
、
イ
詰
芋
に
一
、
乱
流
及
び

樹
し
な
い
黒
目
を
i
山
す
る

」と。

よ
っ
日
日
、
セ
し
て
い
」
－
十
言
が

一

　

　

　

　

　

」

一

目

「

⊃

ロ

ー
「
“
L
I
ソ
ニ

ー

・

　

　

i

I

 

I

i

＼

　

⊃

　

－

、

ノ

　

（

　

　

7

　

　

′

に

多

、

ノ

ー

i

ノ

亮

し

て

い

る
の
で
‖
i
日
中
陳
を
－
一
J
L
で

下．言。

ア
、
r
I
作
画
i
l
↓
及
び
所
日
大
黒

目
／
㍗
　
回
目
出
先
及
び
硫
証

す
↓
中
川
日
日

役
牛
高
雅
係
宛
日
間
相
4
2
日
9
日

†
∴
∴
〟
　
1
2
月

ィ
、
別
送
持
直
に
毒
当
す
l
大

臣
真
読
力
耕
う
ん
高
、
i
i

‖

こ

吏

1

－

）

一

日

「

中

（

眉

目
中
高
∵
∵
言
上
）
　
）
レ
i
　
つ

り

、

i

“

　

　

　

　

　

　

　

　

自

∴

L

t
t
ー
ん
U
一
し
・
－
‘

1

日

　

l

ノ

ノ

｛

′

l

I

し

く

に

′

」

，

－

〓

生

　

し

て
「
－
い

工
、
し
、
1
、
月
〓
料
に
つ
い
一
、
。
i

劫
が
あ
っ
工
′
方
に
つ
い
て
も

前
記
期
間
向
に
用
′
日
を
し
こ

下

さ

し

才
、
聞
振
向
に
崇
高
両
月
し
辛
一
」

つ
た
力
は
、
三
の
口
、
動
を
。
近

め
荒
立
－
六
の
て
申
し
ー
な
ユ

ー，C

接
、
ハ
は
い
l
i
所
て
の
ろ

－
＜
転
）
洛
お
よ
び
転
倒
防
圧
据
置
＞

／
リ
ー
′
i
．
T
と
言
い
所

工
十
十
が
た
い
二
と

一
．
（
品
は
、
1
品
か
ら
接
が

落
ち
な
い
所
に
紅
く
こ
と
。

こ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、
、
口

糧
弁
お
士
：
守
雄
祐
一
仁
保
－
巳

す
る
眉
間
i
五
言
守
一
2
」
と
。

“
、
容
中
和
は
、
木
目
に
‖
∵
＼
と

と
も
に
、
で
き
C
た
け
容
器

が
ノ
性
倒
し
な
い
よ
う
木
わ
く

な
ど
で
保
諜
す
る
か
、
ク
サ

リ
な
ど
て
同
定
す
る
こ
と
。

四
、
離
宮
に
コ
ム
告
－
を
使
用

す
る
現
今
は
、
．
工
の
接
続
醜

行
を
ボ
ー
ス
ハ
ン
ド
等
で
羅

め
っ
け
る
こ
と
。

l
t
、
容
器
雷
の
屋
外
設
置
工
事

は
、
工
事
費
椛
を
も
っ
た
プ

ロ
パ
ン
業
者
等
に
－
」
相
談
下

さ
い
。

崇
外
出
の
時
や
万
一
謡

故
が
起
っ
た
時
は
先
ず

元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う

歳
末
防
犯
の
心
得

毎
年
、
歳
末
は
い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
や
交
通
事
故
が

目
た
っ
て
、
i
T
な
ま
す
。
こ
れ
も
一
人
一
人
み
ん
な
の

心
掛
け
で
防
げ
ま
す
。
次
の
こ
と
を
守
っ
て
明
る
い

正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

1
－
i
今
月
の
税
金
－
－
i
l

固
定
資
産
税
芽
三
期
分
　
納
期
限
　
1
2
月
2
0
日

…
…
ハ
　
今
月
は
、
納
期
鞍
が
2
0
日
で
す
か
ら
ー
↑
菓
忠
の
上
、
期
限

内
に
納
付
下
き
い
。

寵
肇
謹

一
の
お
し
ら
せ

役
場
串
務
は
、
例
年
の
と
お

り
は
月
2
8
闘
牛
轍
巾
で
今
毎
の

「
御
用
納
め
」
を
い
た
し
、
1

月
3
日
ま
で
は
窓
口
一
般
専
務

の
受
付
け
取
扱
い
を
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

特
に
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄

本
、
医
用
証
明
な
ど
は
、
2
8
日

以
降
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

牢
内
に
必
袈
な
方
は
必
ず
2
8
日

生
瀞
巾
ま
で
に
用
件
を
済
ま
せ

て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
出
生
届
、
死
亡
届
な

ど
鹿
田
期
間
に
定
め
の
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
当
値
で
取
扱
い

ます。

☆
　
家
庭
の
防
犯

（
上
し
　
I
－
縮
り
は
二
重
一
－
丁
年
と
外

溝
か
ら
克
え
な
い
錠
で
効
果

的
に
工
夫
す
る
こ
と
。

③
　
ね
ろ
時
は
堂
内
は
酷
く
、

防
犯
用
で
外
を
明
る
′
、
す
る

こ
と
」

④
　
現
金
や
∴
］
重
畳
は
分
散

し
て
保
笛
す
る
こ
な

④
　
塚
を
空
け
る
と
き
は
櫨
、

近
所
に
た
の
ん
で
出
か
け
る

こ
と
。

⑧
　
行
髄
人
に
化
け
て
隙
見
す

る
犯
人
が
い
る
。
不
審
な
者

に
は
注
意
す
る
こ
と
。

⑥
　
押
売
り
は
、
は
っ
き
り
こ

と
わ
与
、
柏
手
に
辱
め
な
い

☆
　
外
出
時
の
防
犯

①
　
人
の
見
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
大
っ
び
ら
に
金
を
出
さ
な

い
こ
と
。

②
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
店
で
は
財

布
は
賞
物
か
ご
に
入
れ
な
い

で
手
に
経
っ
て
お
く
こ
と
。

③
　
お
金
は
パ
リ
ク
に
入
れ
な

い
で
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

④
　
人
ど
お
り
の
少
な
い
通
や

田
畑
の
耕
作
面
積
及
び
所
有
大
農
具
の

異
動
に
つ
い
て
申
告
し
て
下
き
い

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
雄
生
皮
甥
税
務
係
苑
に
申
告
し
て
政
く

今
年
も
ま
た
冬
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら

寒
く
な
る
と
各
所
で
水
道
管
が

椴
致
し
ま
す
。
こ
の
た
め
商
い

修
理
費
が
か
ゝ
つ
た
り
、
各
家

庭
の
水
道
管
が
い
ち
ど
に
破
れ

る
と
修
理
に
追
わ
れ
て
ー
い
ろ

い
ろ
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
各
家
膣
で
も
冬
に

鰭
え
て
次
の
壌
領
で
事
故
の
未

然
防
止
に
こ
協
力
下
さ
い
。

①
管
の
露
出
都
に
は
保
温
装
雌

と
し
て
「
ポ
ロ
」
や
「
荒
ナ
ウ

暗
が
り
誼
は
さ
け
る
こ
と

ー
）
　
わ
ざ
と
占
う
沫
つ
て
！
、
る

人
に
は
雪
成
す
ろ
U
と
、
）

☆
　
暴
力
接
客
の
予
防

∪
∴
ゆ
す
り
、
た
か
り
、
す
こ

む
、
甲
わ
い
／
‖
為
は
†
′
＼
届

け
る
こ
と
。

⑧
　
く
れ
ん
隊
、
不
良
の
集
。

現
前
に
は
需
り
つ
か
な
い
こ

②
∴
被
告
に
か
か
っ
た
ら
弟
気

を
出
し
て
届
け
る
こ
と
。

☆
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

㊤
∴
自
分
も
相
手
も
一
案
の
身

の
酸
め
つ
、
酒
飲
み
運
転
を

や
め
ま
し
ま
う
。

②
∴
事
故
の
も
と
、
無
免
許
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
は
や
の
ま
し

よ
う
。

⑩
　
交
ざ
点
、
三
き
路
、
兄
と

お
し
の
き
か
な
い
曲
り
角
質

ど
で
は
必
ず
徐
行
を
し
ま
し

よ
う
。

④
　
踏
み
切
り
は
、
人
も
串
も

必
ず
と
ま
っ
て
安
全
の
確
認

を
し
ま
し
よ
う
。

⑤
　
華
の
直
前
、
直
後
、
斜
め

の
横
断
は
や
め
ま
し
よ
う
。

」
を
巻
き
、
そ
の
上
を
防
水
用

の
「
ビ
ニ
ー
ル
」
や
「
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
」
等
で
防
隷
す
る
。

④
夜
胸
篭
は
特
に
少
し
つ
つ
水

を
出
し
て
お
い
て
梯
紙
を
防
ノ
、

㊤
源
露
に
対
し
て
汲
み
置
き
水

の
用
意
を
し
て
お
く
。

④
万
一
嫌
っ
て
水
が
出
な
く
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
瓢
湖
を
か

け
な
い
こ
と
。

⑪
量
水
器
の
感
出
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
特
に
注
諭
し
、

外
気
に
当
ら
な
い
横
瞬
議
す
る


